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1.地球温暖化



地球温暖化のメカニズム

■温室効果ガスで赤外線の熱を吸収、
地球を保温、１５℃に保っている。
（温室効果）

■温室効果ガスの内ＣＯ２が最も大きな
影響を及ぼす。

■産業革命前のＣＯ２濃度は２８０ｐｐｍ
２００５年に３８０ppmに上昇。

■地球の平均温度が１９０６年から２００５
年間に０．７４℃上昇。
（直近の５０年は過去１００年の２倍の速度）

太陽光

赤外線

温室効果ガス
（ＣＯ２＞メタン・＞フロン・・・）

地球



温暖化の実験

ＣＯ２が熱を吸収３～５分⇒２℃上昇

温度表示盤

赤外線ランプ
ＣＯ２ペットボトル

大気ペットボトル

ＣＯ２ボンベ

温度表示盤



他の惑星

平均温度 ＣＯ２濃度 大気圧

地球 １５℃ ０．０３８％ 地球の大気って？難しい

火星 －３０℃ ８０％以上 地球の0.7％

金星 ４７７℃ ９６．５％ 地球の90倍

水星 170℃（昼360 夜－170) 大気が無い



地球温暖化の原因

■人間がＣＯ２を増やしている。

・ＣＯ２は石油・石炭・天然ガスを燃やすことで発生

（ 暖房・冷房・電化製品・乗り物・水・日用品・・・・・）

■自然のサイクル

光合成

■人間がＣＯ２を吸収してくれる森林を伐採

（日本の面積の約４０％/年が減少）

・食糧・バイオ燃料生産⇒農地転用
・ 薪・炭材の採取量の増加

・ 森林火災による減少

人間

Ｏ

ＣＯ２



温室効果ガスの量

ＣＯ２濃度安定度

人為的排出量
７２億炭素ＴＯｎ/年

自然の吸収量
３１億炭素ＴＯｎ/年

温室効果ガス濃度安定化
のためには、人為的排出量
を、自然の吸収量と同じま
で減らす必要がある。

＊１９９５～２００５年 １．９
ｐｐｍ/年で増加している。

自然の吸収量は、大
気中のＣＯ２濃度・気
候変動の影響を受け
変化する。

Ｂ：３８０ｐｐｍ

Ａ：２８０ｐｐｍＢ：２００５年時点

Ａ：産業革命以前



クイズ

過去132年の間に
世界の年平均気温は
何℃上昇しているでしょうか？
※過去132年とは1880年～2012年

①

0.85℃

②

1.14℃

③

3.2℃
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http://sevencolor.info/wp-content/uploads/cho_cr.png
http://sevencolor.info/wp-content/uploads/pa_cr.png
http://sevencolor.info/wp-content/uploads/gu_cr.png


世界の平均気温の予測

最悪ケース ４．８℃上昇



気温上昇に伴う今後の影響
区分 現 象

地球全体 ・極端な高温や熱波の増加、極端な低温の減少、大雨・干ばつの増加
・１．５～２．５℃気温上昇で２０～３０％の動植物が絶滅する。
・海面上昇は１８～８２ｃｍと予測されている。
・偏西風の蛇行・海洋の深層循環の変化。

極圏 ・海氷の減少で温暖化加速予測より早い、ホッキョクグマが絶滅の危機
・永久凍土が融解しメタンガスの放出温暖化を加速している。山火事の
発生、森林の減少が続いている。

温帯 ・異常高温・猛暑日の増加、農産物の品質低下、サンゴ礁の減少。
・降水パターンの変化、局地的洪水・渇水リスクの増大。
・ヒマラヤ山脈等で降雪量が減少、氷河の融解により９大河の流域
住民１３億人に多大なる影響がでる。

気候帯 ・４～６ｋｍ/年北に移動、植物の分布移動は２００ｍ～２ｋｍの範囲。



地球温暖化の影響

ヒマラヤ東ネパールＡＸ０１０１氷河

１９７８年５月 ２００８年１０月



地球温暖化の影響

北極海の氷の減少

１９８０年９月 ２０１２年９月

＊２００７年９月４２５万㎢ ⇒ ２０１２年９月３４９万㎢



大分県での現象

１００年間で気温１．６℃ 海水温が１．１５℃上昇

■５０年で桜の開花７日・タンポポ１２日・梅１．８日早くなった。

■１９７０年代 別府市志高湖でスケートができた。

■米の乳白粒現象による品種転換 （ヒノヒカリ⇒つや姫）

■ナルトビエイの発生によるアサリ、ハマグリの大被害。

■ミナミアオカメムシによる大豆の被害 （有効な薬剤なし）

■原木シイタケ栽培への影響 （温度条件と水管理）

■ヒラメ養殖への影響 （２５℃が条件・沿岸水温１．２℃/４０年）



世界の国別ＣＯ２排出量



地球温暖化防止世界の動き
COP21に向け、新しい目標が各国で検討されている

区分 各国の見解

世界 ・１９９７年ＣＯＰ３の京都議定書で２００８～２０１２年の間に１９９０年
比日本６％、米国７％、ＥＵ８％を採択、その後アメリカ離脱を表明した。
・中国・インドなどの新興国は批准していない。
・２００９年ＣＯＰ１５で１１０を超える国が参加コペンハーゲンで合意した。

日本 ・１９９０年を基準として２０２０年までに２５％削減する。ただし全ての主
要国が公平かつ実効性のある目標の合意が前提。

米国 ・２００５年を基準として１７％程度削減、ただし米国エネルギー気候法の
成立に従う。最終目標は成立した法律に照らし事務局に通報する。

中国 ・２０２０のＧＤＰ当たりＣＯ２排出量を２００５年比で４０～４５％削減する。
２０２０年までに森林面積を４千万ｈa、非化石エネルギー割合を１５％にする。

ＥＵ ・他の先進国・途上国がその責任及び能力に於いて比較可能な削減に
取り組むのであれば１９９０年比で２０２０年までに３０％削減する。

インド ・２０２０年までにＧＤＰ当たりの排出量を２０～２５％削減法的拘束なし。

ロシア ・１９９０年比で１５～２５％削減、ただし、全ての大排出国が法的な義務
を受け入れることが前提。



日本・大分県の現状
状 況

日本の実績 ・２０１０年度に於ける排出量は１２億５，８００万トン（t-ＣＯ２）
基準年の１９９０年比でー０．３％、前年比で＋４．２％である。

大分県の実績 ・２０１０年度に於ける排出量は４，１８８万９千トン（t-ＣＯ２）
基準年の１９９０年比で＋８．６％、前年比で＋２６％である。
・産業部門＋３５．１％、家庭部門７．５％増、業務部門１３．
２％増、運輸部門、－１．２％減である。

大分県の目標 ・２０１５年度までに２００８年比家庭部門▲７％、業務部門▲
４％、運輸部門▲６％である。

重点戦略 ・家庭や事業所のおける省エネルギー対策
・エコエネルギーの導入促進
・森林の保全と活用

２４年度温暖化対策 ・事業所向け無料省エネ診断
・うちエコ診断
・エコドライブコンテスト
・ごみゼロおおいたキャンペーン
・大分県環境教育アドバイザー制度



２．家庭の省エネ



家庭における省エネ

家庭における省エネ３要素

住宅の省エネ
性能をあげる

暮らし方

高い省エネ
機器を使う

断熱・遮熱・気密性能ランニングコスト低減

不在時・設定温度・時間



家庭からのＣＯ２排出割合



家庭の電気製品の使用割合



家庭の冬場消費電力の割合
（石油ストーブ暖房：１９時頃）

照明
19%

冷蔵庫
16%

テレビ
9%

電気カーペット
6%

温水洗浄便座
3%

電気ポット
3%

食器洗い乾燥機
3%

電気こたつ
2%

パソコン
2%

炊飯器
2%

洗濯・乾燥機
2%

待機電力
7%

その他
26%



冬場家庭の消費電力の割合
（エアコン暖房：１９時頃）

エアコン
30%

照明
13%

冷蔵庫
11%テレビ

6%電気カーペット
4%

電気ポット
4%

温水洗浄便座
2%

食器洗い乾燥機
2%

電気こたつ
1%

パソ

コン
2%

ジャー炊飯器
2%

洗濯・乾燥機
2%

待機電力
5%

その他
16%



家庭の夏場消費電力の割合
（１４時頃）

エアコン
53%

冷蔵庫
23%

テレビ
5%

照明
5%

パソコン
0.3%

温水洗浄

便座
0.7%

待機電力
4%

その他
9%



機器の省エネ性能の推移

機器名 改善率 評価年度

エアコン ６７．８％
１６．３％

１９９７－２００４
２００５－２０１０

冷蔵庫 ５５．２％
４３．０％

１９９８－２００４
２００５－２０１０

冷凍庫 ２９．６％
２４．９％

１９９８－２００４
２００５－２０１０

照明器具 ３５．７％ １９９７－２００５

ＴＶ ２９．６％ ２００４－２００８

電気便座 １４．６％ ２０００－２００６



エアコンの省エネ

暖房：冷媒を使って、外の空気から熱を吸収し、それを室内に移動させる。

冷房：暖房と熱の流れを反対にしともの。

項 目 対 処

室温とエアコンの設定温度の差を少なく ・目安：夏２８℃ 冬２０℃

排気をスムースに出す ・室外機の周りに物を置かない。
・風通しの良い所設置する。

室内へ温風・冷風をスムースに送る ・フィルターを清掃する。（月２回）



部屋の上下の温度差の解消

暖房をいくらしても、足元が寒い

暖房をすると、頭がボーとする

＊理想の温度差３℃

温かい空気は比重が軽いので、上昇する

■ 羽の向きは、冷房時は上向き、暖房時は下向きとする。

■ 扇風機やサーキュレーターを使って、部屋の空気を循環させる。

■ ヒーターは窓を背にして置くと暖房効果が大きい。

部屋の温度ムラをなくすと温度設定を夏は高めに、冬は低めにできる



扇風機併用による省エネ
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エアコンのみ エアコン＋扇風機



冷蔵庫の省エネ

冷媒を使って庫内の熱を外に出す

冷気を庫内に循環させる方式

項 目 対 処

放熱をスムースに効率よく行う ・壁から適当な間隔を置いて設置。
・直射日光、コンロを避ける。

冷蔵庫内の温度を上げない ・扉の開閉回数を少なく、時間を短く。
・温かい物は十分冷ましてから入れる。
・パッキンが緩んだら交換する。
・冷凍室の保冷剤を冷蔵室に入れる。

冷気の流れをスムースにする ・詰めすぎない６～７割奥の壁がみえる程度。

冷やしすぎに注意 ・庫内の温度は冬は「中」か「弱」で十分。



無駄な点灯をしない
白熱電球はＬＥＤ電球に交換

電球の省エネ比較

＊６Ｈ/日点灯したと仮定
＊ＬＥＤ：Ｌight Ｅmitting Ｄiode

照明の省エネ

消費電力 電球寿命 年間電気代

白熱電球 ６０ｗ １０００Ｈ ３０２２円

電球型蛍光灯 １２ｗ ２０００Ｈ ６０４円

ＬＥＤ電球 ７ｗ ４０００Ｈ ３５３円



ＬＥＤの明るさ表示

白熱電球 電球型蛍光ランプ ＬＥＤ電球

１００Ｗ ２５Ｗ １，５２０ｌｍ

６０Ｗ １５Ｗ ８１０ｌｍ

４０Ｗ １０Ｗ ４８５ｌｍ

３０Ｗ － ３２５ｌｍ

２０Ｗ － １７０ｌｍ

ＬＥＤ電球購入時の注意点

・口金サイズを確認（Ｅ１２・Ｅ１７・Ｅ２６）

・白熱電球の取り付け器具に合わないことがあり形状確認

・調光機能付き器具・密閉型器具には対応製品を選ぶ。

・光の広がりが少ないのでダウンライトにより適している。



省エネ表示

統一省エネルギーラベル 省エネルギ―ラベル

小売事業者の省エネ情報 ＪＩＳのトップランナー基準



住宅の省エネ

家屋の断熱性能

夏の侵入熱 冬の逃出す熱

窓７１％

屋根９％

換気５％

外壁１３％

床２％ 床１０％

窓４８％
換気１７％

外壁１９％

屋根６％

＊１９９２年の基準で建てた住宅モデルの例



ガラスとサッシの断熱性能

構 造 熱が逃げる割合

アルミサッシ+単板ガラス

アルミサッシ+複層ガラス

アルミ樹脂複合サッシ+複層ガラス

アルミ熱遮断構造サッシ+複層７ガラス

アルミサッシと単板ガラス+樹脂内窓と複層ガラス

プラスチックサッシ+高断熱複層ガラス

木製サッシ+高断熱複層ガラス

１００％

７１．４％

５３．３％

５３．３％

３５．７％

３５．７％

３５．７％

熱が逃げる割合



日射のコントロール

１００ １００ １００

オーニングテント 外付けブラインド・
植栽・よしず

内付けブラインド・
カーテン・障子

５
１８ ５１



快適な住環境の工夫

項 目 ポ イ ント

気密対策 ・ドア・窓・壁に隙間がある場合は、隙間テープを張り付ける。
必要な換気量を確保し、過剰な空気の移動を減らす。

断熱対策 ・単板ガラスから複層ガラスへ、アルミサッシから樹脂・木製
にリフォーム。

換気対策 ・風の通り道を確保し、風上は狭く開け、風下は広く開ける。
２か所開けると風速２倍。
・夏場はできる限り高い所の窓を開ける。対角線上が有効

結露対策 ・断熱の強化・室内の湿度管理・十分な換気。

室内温度差 ・冬季室内の上下の温度差を３℃以下が快適。断熱しないと
１０℃以上になる場合もある。（頭寒足熱）

ヒーター設置場所 ・窓を背にして置くと暖房効果が大きくなる。

夏のポイント ・日射を遮蔽し室内温度を上げない。通風で熱を屋外へ排気。

冬のポイント ・内断熱で熱を逃がさない。隙間を無くし気密性能を上げる。



３.自動車の省エネ



自動車の省エネ

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00% 40.00% 45.00% 50.00%

停止

減速

巡航

発進

15.4%

7.3%

43.1%

4.9%

24.5%

5.2%

39.7%

34.2%

走行モード別燃料消費割合

一般運転 １００％

エコ運転 ７４．３％



ふんわりアクセル（eスタート）

発進時の燃料消費割合

急いだ発進

急発進

普通発進

ふんわり発進

スロー発進

＋３４％

＋７％

基準

－９％

－８％

＊ふんわり発進
５秒で時速２０ｋｍ



エコドライブ
項 目 燃料の増加・減少

ｅスタート 最初の５秒で２０ｋｍ/ｈで燃料消費－１０％

加減速の少ない運転 車間距離を保ち速度変動を抑えると燃料消費－３％

早めのアクセルオフ エンジンブレーキで燃料カット約－２％

エアコンを控えめに 外気温２５℃の時にエアコン使用で約＋１４％

アイドリングストップ １０分間のアイドリングで約＋１３０ｃｃ

暖機運転 暖機運転は不要、５分間で約＋１６０ｃｃ

道路交通情報の活用 １時間のドライブで道を探し１０分余計に走行で＋１７％

タイヤの空気圧 ０．５ｋｇ/㎠不足で市街地約＋３％、郊外約＋４％

過剰積載 過剰・不要物積載を止める １１０ｋｇの荷物で約＋３％

駐車場 駐車場探しで車速が４０ｋｍ/h→２０ｋｍ/hで約＋４５％



出典

１ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）

２一般財団法人 省エネルギーセンター

３環境省 地球環境局

４経済産業省 資源エネルギー庁

５全国地球温暖化防止活動推進センター

６宇宙航空研究開発機構

７大分県

８大分地方気象台

９大分県農林水産研究指導センター

１０日本建材 住宅設備産業協会

１１東京電力（株）


